











































































































































































































置ち 大の 左誤 右誤
が が き誤 側り 側り
年 数 平均 SD平均 SD 略 み ? 転 きい さり のL のR
小1 6 0．2 0．4 24．5 4．2 6．7 9．31．7 2．7 1．7 2．5 8．212．0
小2 5 0．6 0．8 24．4 3．8 5．2 10．4 3．8 0．8 2．6 1．6 9．8 11．6
小3 10 1．6 1．2 18．3 6．1 5．0 7．1 0．9 1．8 2．3 1．2 6．2 8．9
小4 9 2．2 1．7 15．6 4．8 3．3 6．7 1．5 1．6 1．7 2．0 6．1 8．6
小5 12 1．8 1．716．2 5．3 4．6 5．4 1．8 2．4 0．6 1．4 6．0 8．3
小6 13 3．3 2．012．3 6．2 2．1 5．0 1．2 1．3 1．8 1．0 4．2 6．5
中1 9 1．6 1．5 15．7 4．7 2．9 6．5 1．3 2．1 1．5 1．5 5．8 8．1
中2 13 2．5 2．3 14．5 5．6 3．3 6．31．3 1．2 2．2 0．2 5．0 7．2
中3 10 2．8 1．7 12．9 5．6 0．8 5．1 1．3 2．4 1．9 1．4 5．0 5．8
高1 12 4．1 2．7 11．3 6．7 3．9 3．21．3 1．3 1．30．4 3．8 6．1
高2 13 3．9 2．1 11．4 4．8 1．2 4．1 1．8 1．7 1．8 0．9 3．8 6．4
高3 7 4．7 2．3 8．4 4．3 2．6 3．70．3 0．9 0．9 0．2 3．4 4．2
?









置ち 大の 左誤 右誤
が が き誤 側り ｛則り
年 数 平均 SD平均 SD 略 み ? 転 きい さり のL のR
小1 4 4．5 1．5 9．3 2．7 3．52．3 0．8 1．5 1．3 0．0 2．8 5．8
小2 4 6．8 0．4 4．5 1．1 1．8 1．3 0．3 0．5 0．8 0．0 1．5 2．5
小3 4 6．8 1．8 4．3 2．4 0．8 2．0 0．3 0．5 0．80．0 1．5 2．3
小4 4 7．8 1．9 3．3 2．9 0．5 0．8 0．3 1．0 0．8 0．0 1．3 2．0
小5 4 7．0 1．7 3．0 1．7 0．3 0．5 0．0 0．5 1．8 0．0 1．5 1．5
小6 4 8．0 0．0 2．5 0．9 0．5 1．3 0．0 0．5 0．30．0 0．5 2．0
中1 4 8．8 1．1 1．5 1．1 0．5 0．3 0．3 0．3 0．30．0 0．511．0
中2 4 8．8 0．4 1．8 0．8 0．8 0．5 0．3 0．0 0．3 0．0 0．8 0．8
中3 4 7．8 1．3 2．5 1．1 0．8 0．5 1．0 0．3 0．0 0．0 0．8 1．8
?
36 7．3 1．8 3．6 2．9 1．0 1．0 0．3 0．6 0．7 0．0 1．2 2．1
表一3　精神薄弱児群における正確数、誤謬数の平均（M，A別）
M ? 正 確　数 誤 謬　数 ? ? 保 ? 置ち 大の 左誤 右誤??







3 3 1．0 0．9 19．7 0．6 6．7 8．3 1．7 0．7 1．0 1．3 7．0 10．3
4 11 1．2 1．820．6 5．7 7．0 6．8 2．4 1．6 1．6 1．5 7．7 10．3
5 10 0．2 0．4 22．3 5．8 7．7 9．4 1．5 1．1 1．3 1．3 8．1 10．7
6 17 2．1 1．315．5 5．0 3．1 6．1 0．8 2．5 1．7 1．4 5．6 7．8
7 19 2．5 1．7 14．9 4．9 2．5 5．9 1．7 1．7 1．91．3 5．0 7．6
8 9 3．7 2．3 11．9 6．6 1．6 4．3 1．5 1．8 1．61．2 4．2 6．3
9 11 32 1．5 13．1 3．72．9 5．8 LO 1．6 1．6 0．3 4．8 7．0
10 12 3．2 2．0 11．3 3．7 1．3 4．3 1．3 1．．9 1．7 0．8 4．4 4．2
11 3 4．0 1．5 9．0 1．5 0．0 3．3 2．0 1．7 2．0 0．0 3．3 4．3
12 3 7．0 0．9 5．3 0．8 0．7 1．3 1．3 1．30．7 0．0 2．0 3．0
13 5 7．0 1．5 4．2 1．7 0．4 1．2 0．8 0．4 1．4 0．O 1．4 2．4
14 2 6．5 1．5 6．0 2．0 0．5 1．5 2．0 0．0 2．0 0．0
、
1．0 4．5
15 1 4．0 1．0 9．0 1．0 0．0 5．0 1．0 1．0 2．0 0．0 1．0 7．0
計 106 2．8 2．2 14．4 6．7 3．2 5．6 1．4 1．6 1．6 1．0 5．2 7．3
表一4　正常児群における正確数、誤謬数の平均（M．A別）
M ? 正 確　数 誤 謬　数 ? ゆ 保 ? 置ち 大の 左誤 右誤??







7 1 4．0 0．0 11．0 1．0 9．0 1．0 0．0 0．0 1．0 0．0 3．0 7．0
8 1 7．0 0．0 5．0 1．0 3．0 1．0 0．0 0．0 1．0 0．0 1．0 4．0
9 4 5．0 1．6 7．5 3．2 1．3 2．3 0．8 2．0 1．3 0．0 2．5 4．3
10 2 5．5 1．5 6．5 0．5 2．0 3．0 0．0 0．0 1．5 0．0 1．5 4．5
11 3 7．0 0．0 4．0 1．5 1．0 1．7 0．7 0．3 0．3 0．0 1．7 1．7
12 1 7．0 0．0 5．0 1．0 2．0 1．0 0．0 0．0 2．0 0．0 1．0 4．0
13 2 7．0 2．0 4．0 3．0 0．0 0．5 0．5 2．50．5 0．0 2．0 2．0
14 4 9．5 0．5 0．8 0．8 0．0 0．3 0．3 0．0 0．3 0．0 0．8 0．0
15 7 7．7 1．3 2．9 1．0 0．7 0．7 0．00．6 0．9 0．0 1．2 1．7
16 5 8．0 1．5 2．0 1．5 0．6 0．6 0．0 0．2 0．6 0．0 0．4 1．6
17 2 8．0 1．0 2．0 1．0 0．5 0．5 1．0 0．0．0 0．0 1．5 0．5
18 1 6．0 1．0 4．00．0 0．0 1．0 2．0 1．0 0．0 0．0 0．0 4．0
19 3 8．7 0．6 1．7 0．4 0．7 0．7 0．3 0．0 0．0 0．0 0．3 0．3
?




























































省略 ゆがみ 保続 回転 置きちがい
大きさ
の誤り L左 R右
精薄児群 22％硲39％ 10％12％12％・8％ 36％ 51％










































1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
31％36％ 63％ 55％18％22％8％16％11％3％
　この結果からみて，図版，3，4，2，1，
6，5，8の順になっている。先の久保田（1965）
の結果から，斜線図形と，円や垂直，水平線の
図形とは，模写の難易度が異っているので，こ
の結果に於ても，平行四辺形，六角形の図版，
1，2よりも，円，正方形，正三角形で出来て
いる図版，3，4の方が描写しやすいのではな
いかと思える。或は，又，精神薄弱児に於ては，
インストラクションの理解が遅れるゆえに，図
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版1，2でうまく再生し難かったのではないか
ということも考察出来る。
　又，省略の中で，精薄児に特徴的だといわれ
る，周辺図形の省略は，正常児群では42％のも
のに，精薄児群では61％のものにみられ，この
差は統計的に有意であり（Z2検定でP〈0．05），
精神薄弱児が周辺図形を見おとし易いといえ
る。Benton（1963）の記述によると，周辺図形の
省略は，視覚注意野の狭さによるものとされて
いるが，知覚能力の欠如，注意力の欠如に起因
すると言ってもよい。そして，このことは，大
きな図形の省略の場合でも，一つの図形の提示
でなく，図形を，2つ，3つ一度に提示される
ことで，注意が拡散されて，図形全てを知覚し，
記銘することが出来にくくなるのではないだろ
うか。
　次に，大きさの誤りについては，Bentonと
McGavren（1962）の結果と全く同じであり，
この種の誤謬は精神薄弱児群の1つの特徴であ
る。この誤謬の説明としては，Benton　と
McGavren（1962）が即に述べているように，満
足な説明は出来ないし，模写能力や大きさの弁
別能力よりも，もっと基本的な注意力維持の欠
陥として説明するのがよさそうであるが，個体
的特徴としてみると，年少児では，やはり，大
きさの概念の把握出来ていないもの，或は，大
きさの弁別能力のないものや，どんな描写に於
ても隅の方に小さくしか書けない子などがみら
れるようである。
　次に，左右の誤りについては，精神薄弱児群
も正常児群もともに右側の誤りが多い。この
説明として考えられるのは，各カードに於て，
周辺図形が右側にある場合の方が，左側にある
場合よりも多いこと（8枚のカードのうち，右
側にあるのが5枚，左側にあるのが3枚），又，
2つ以上の大きな図形が並んでいるカードで
は，右側の方の図形の方が左側の図形よりも，
記銘や再生に於て，より困難度の高い図形が並
んでいる（カード，4，5，7，10など）のでは
ないかといった理由が考えられる。しかし，こ
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の説明以外に，もっと重要で納得出来易い説明
が可能かもしれない。とにかく，右側の誤謬が
左側の誤謬より多いことは注意すべきことであ
る。
　　　　　　　　　　要　　約
1　精神薄弱児119名と，正常児36名に対し
て，ベントン視覚記銘検査を施行した結果，両
群ともに，検査成績は学年（C．A．）やM，　A．
の増加とともに，直線的に増加し，ベントン視
覚記銘検査は，知能水準を測る一つの目安にな
ることがわかった。又，同一M．A．の精神薄
弱児と正常児とでは，精神薄弱児の方が検査成
績が少し劣っていて，精神薄弱児が視覚記銘に
多少欠陥があることがわかった。又，成績の巾
は精神薄弱児群の方が大きく，これは，Benton
（1963）の言述と一致した。
2　両群に於ける誤謬の型を比較すると，精神
薄弱児群では，ゆがみと大きさの誤りが，正常
児群では，置きちがいの誤謬が相対的に多いこ
とがわかり，これは，BentonとMcGavren
（1962）の結果とほぼ一致している。省略やゆが
みの誤謬は，M．　A．の増加とともに，急速に
減少し，これは，図形模写能力と関係があるよ
うである。又，大きさの誤りについては，Benton
とMcGavren（1962）の説明が妥当だと思える
が，年少児に於ては個体的特徴も考慮に入れる
べきである。又，左右の誤りについては，両群
共，右側の誤りが多かった。この説明は十分に
なしえないが，右側の方が図形の記銘，再生に
於て困難度が高い図版が多いのではないかとい
う推測が出来るのみである。
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図4　ペントン視覚記銘検査図版形式1
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